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汲沢地域ケアプラザ
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❼ おおぞらひまわり保育園
❽ 戸塚こばと幼稚園

❾ 来夢の里
　　　（特別養護老人ホーム）
10 しらゆり園
　　　（特別養護老人ホーム）
11 ベタニヤ・ホーム
　　　（軽費老人ホーム）　　　
12 きゃべつ畑・窓
　　　（地域活動支援センター）

　 主な病院
● 学校
　 　バス通り　

※令和7年8月1日時点

幼稚園・保育所等

福祉施設等

至 立場至 立場

汲沢地区ハートプラン
汲沢地区プロフィール
汲沢という地域は、「歴史に支えられてきた地」と言えます。 縄文時代の遺跡や出
土品が多く発掘されたこと、汲沢の地を開拓してきた先人たちの生活を、「汲沢七杜」

（五霊様、御伊勢様、 山王様、第六天様、神明様、子ノ神様、的場稲荷様）に見守られ
てきたことなどが、語りつがれています。また、天地の恵みと豊かな緑（農業）を受
け継ぎ先祖伝来の土地を守ってきた人が、汲沢の生活圏を開拓発展させ、新たな人々
と共に、新たな町づくりに貢献してきました。先人たちと新たな人々は、町内会や自
治会活動を通じて知り合い、つながり、そして絆を深めてきたことが、汲沢地域にお
ける諸活動の源となり、「地域の魅力」と言えます。それを維持し発展させるべき次
の世代へバトンタッチするためには、いくつかの課題を解決する必要があります。
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（地域福祉保健計画）

第５期とつかハートプラン

とつかハートプラン
ホームページ

このリーフレットは、区民の皆様からお預かりした共同募金を活用して作成しています。

お問合せ先
　戸塚区役所 福祉保健課 事業企画担当
　電話 : 866-8424　FAX : 865-3963
　to-tihukuho@city.yokohama.lg.jp

社会福祉法人 横浜市戸塚区社会福祉協議会
電話 : 866-8434　FAX : 862-5890
info@totsukashakyo.com

とつかハートプランとは

地区別計画とは

　とつかハートプランは、戸塚区で暮らし、学び、
働くすべての人が協力しながら進める「戸塚区地
域福祉保健計画」の愛称です。
　とつかハートプランでは、「誰もが安心して心
豊かに暮らすことのできる地域社会の実現」を基
本理念として、区民・地域団体・関係機関・事業
者の皆様と戸塚区役所、戸塚区社会福祉協議会、
地域ケアプラザ等の協働により、支えあい、助け
あえる地域社会の実現を目指します。
　平成18年度より第１期計画が始まり、令和８年
度から第５期とつかハートプラン（５か年）が始
まりました。

　地区別計画は、「こんなまちにしていきたい」
という思いの実現や、地域の特性に応じた課題に
きめ細かく対応していくために、連合町内会自治
会・地区社会福祉協議会のエリアごとに策定・推
進する計画です。地区ごとに住民の皆様が中心と
なり、各地区の状況に合わせた様々な方法で話
合いを重ね、「目指す地域の姿」、「それに向けた
今後５年間の目標や取組」をまとめています。
　地区住民・関係機関等が地域連携チーム（戸
塚区役所・戸塚区社会福祉協議会・地域ケアプラ
ザ）と連携して、策定・推進にあたります。各地
区の取組だけでは解決が難しい課題などについ
ては、区計画での取組を充実させていきます。

連携

区計画 地区別計画

区の特性や
課題に応じた取組
地域活動の
「参考書」

地区の特性や
課題に応じた取組
各地区の歴史や
経緯を反映

「３つのアクション」

戸塚スタイル

3つのアクション×「おもいあい」・「枠にとらわれない」

「おもいあい」と「枠にとらわれない」を
キーワードに、３つのアクションを進めよう

汲沢地区  年齢4 区分人口割合（%）

11.97

61.84

10.41

15.78

8.85

56.53

12.10

22.52

～14歳

15～64歳

65～74歳

75歳～

汲沢戸塚区

出典：「地区概況シート」（健康福祉局作成）
　人口情報は、住民基本台帳の登録人数から算出しています。
　データ処理方法の違いから、横浜市統計ポータルの人口情報とは一致しません。

令和 7年 3月末時点



第5期の目標

目標1　地域のふれあいの場を増やそう
【具体的な取組】

⃝ 既存のふれあいの場の充実と新たな場づくりを目指します。

⃝ 高齢者交流の場の更なるブラッシュアップを図ります。

目標2　活動の情報発信内容の充実に努めます。
【具体的な取組】

⃝ 地区のイベントや地域の様々な活動を紹介する広報紙を充実させます

■「地区報ぐみさわ」は平成26年の創刊以来、令和7年5月で第23号の発行を迎えることがで
きました。

【敬老の集い】
コロナ禍で開催できなかった「敬老の集い」は４年振りに再開しました。会場は空調設備が整った「子
供の虹情報研修センター」で好評でした。

【工作教室】
家や学校では作らない水鉄ぽうや割り箸鉄ぽうを製作する「夏休み工作教室」と高齢者にも人気の
クリスマスリース作りの「冬休み工作教室」

【さつま芋掘り】
普段できない土とのふれあいが楽しい、若い世代から高齢者むけの「さつま芋掘り」

人と人とのつながりを深めよう

第4期計画で汲沢地区が取り組んできたこと

■ ボッチャ
■ アトラクション(津軽三味線)

■ 割り箸鉄ぽうづくり

■ アトラクション(汲沢中学校合唱)

■ クリスマスリースづくり

■ 75才以上の招待者の皆さん

■ クリスマスリースづくり

■ 創刊号 ■ 第23号

■ 汲沢ウォークラリー■ ぐみカフェ（フラダンス体験）

時代とともに薄れつつある人と人とのつながりを取り戻し、
地域のコミュニティーの活性化や人々の結びつきを強くしていく活動を進めます。

 
☆☆そそのの他他のの行行事事  

行事名 実施日時 実施場所 対象者 参加者数 

七夕まつり H25.07.06 こばと幼稚園体
育館 

幼児、小中学生 ８０名 「ぐみっ子あつま
れ」夏休み工作教室 

H25.08.18 汲沢地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ 小学生 
１８名 環境美化活動 

 
H25.11.09 まさかりが淵市

民の森 
子供会、社協・連
合町内会有志 

３０名 冬休み工作教室 
「クリスマスリー
ス作り」 

H25.11.23 汲沢地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ
  

小学生 
大人 

 

３０名 人形劇 
H25.12.23 汲沢地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ 幼児 

７０名 

ふれあい会食の会 6,7,9,10,1
1,2,3 月の
第一火曜日 

汲沢地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ 地域内高齢者 ２０～ 
３０名 

 

 

 

☆連連合合町町内内会会レレククレレーーシショョンン大大会会 
 

 

実施日時：平成２５年１０月２７日（日）９時～１２時 
実施場所：桜陽高校グラウンド 実施内容：５０m 走競争、じゃんけんぽんリレー、玉入れ、たるころがし、むかで競争、

バケツリレーなど（順不同） 参加者 ：西団地自治会、さつき町内会、汲沢町内会、大久保自治会、東ハイツ自治会、

ライオンズ戸塚第３自治会の皆さん約２００名 
備  考：じゃんけんぽんリレーの途中に葛西区長が見えられ、じゃんけん番役をお願い

した。バケツリレーにも参加されようとしたが、急遽連絡が入り他の町内会行

事へと向かわれた。 

6 
 

しらゆり園、汲沢地域ケアプラザ施設見学に参加して 当日の参加者は４班に分かれケアプラザ内を見学しました、 まず２階、３階の特別養護老人ホーム「しらゆり園」の見学へ。「終の棲家」として利用させていただくかもし

れない場所、と思いながら２階を一周しました。利用者の安全、健康に考慮しつつ日常生活を送ることが出来る

ように努力されているシステムはとても興味深かったです。 次にデイサービスでは、その日いらした利用者様が楽しい時間を過ごしながら生活機能訓練や認知機能訓練を

されていました。 
また普段は行かない裏の方や園長室まで回り、最後は介護保険の利用の方法などを説明していただきました。 

日常生活の中ケアプラザで相談、対応できることも色々あり、まず連絡してみることが必要だと思いました。               
（ＭḾ 記 ２０２４年１２月見学） 

・・・＜＜ しらゆり園、汲沢地域ケアプラザの施設見学とは ＞＞・・・ 高齢者福祉センター(特別養護老人ホーム しらゆり園､汲沢地域ケアプラザ)が定期的に施設見学を開催し

ています。しらゆり園、ケアプラザ、デイサービスの見学と、初めての介護保険の説明が行われます。 

※５名以上のグループの方は、下記以外でもご希望日に日程を設定することができます。 
※施設見学は、感染症拡大防止のため急遽、開催中止とさせていただくことがあります。 
※開催予定：７／31(木)･９／30(火)･11／29(土)･2026 年３／31(火) 毎回 13:30～15:15 

♪ 施設見学オープンデーはどなたでもご参加いただけます。お気軽にお申込み下さい ♪ 
 〇 施設見学の申込、問合せは汲沢地域ケアプラザ 地域係まで（電話 045-861-1727）  

 
 
 
 
 
 
 
しらゆり園の部屋の様子     ご利用者のレクリェーションの様子    最新システム眠りスキャンにびっくり 

 
※ 編集委員メンバー 
佐野 潤一（大久保自治会） 鈴木 義雄（汲沢町内会）  仲庭 久美子（さつき町内会） 

金木 クミ子（西団地自治会） 小林 浩（東ハイツ自治会） 茂木 緑（東ハイツ自治会） 

本田 馨（汲沢町内会）  角田 克彦（汲沢町内会）  山田 幸（汲沢地域ケアプラザ） 
                                      

編集後記 
生前整理ってどんなことをするのだろうかとふと思い立ち、ひも解いてみた。 

俗説では、「自分が亡くなった後に家族が困らないよう、元気なうちに身の回りを整理すること」だそうだ。 

高齢になると整理整頓するのが億劫になるため、できるだけ早いうちから生前整理をすすめておくことが大切で、

生前整理には「もの」の整理だけでなく、「こころ」の整理も含むとのこと。 
昨年初夏の候に車を手放し、好きな釣行を断念した。足元がおぼつかなくなり、磯歩きが難しくなってきたからだ。

今の今、後悔しているが。 

（ＨＫ記） 

 

地区社協 ぐみさわ 創刊号 

 

創創刊刊号号発発行行ににああたたりり  

 汲沢地区にお住まいの皆様、如何お過ごしでしょうか。汲沢地区社会福祉

協議会会長の石井利明でございます。このたび、当協議会の広報紙を発行す

ることに致しましたので一言ご挨拶を申し上げます。 

最初に社会福祉協議会とはどのような成り立ちや目的を持った組織かに

ついて説明します。 

社会福祉協議会（以下、社協）は、昭和２６年に、民間の社会福祉活動を

すすめるために、全国と都道府県に誕生し、その後徐々に市区町村にもでき

ていった団体です。 

社協は、地域が抱えるさまざまな福祉の問題をみんなの問題として考え・話し合いそして計画

を立てて解決にあたります。これを「地域福祉」といいます。言ってみれば福祉のまちづくりを

目指して地域福祉活動をすすめることが社協の目的です。そのために地域住民、社会福祉関係者

の参加・協力を得て活動することを大きな特徴として、民間の組織としての自主性と、広く住民

や社会福祉を進める方々に支えられた“公共性”と言う性格をもっています。 

地区社会福祉協議会（以下、地区社協）は、地域住民に最も身近な社協として地域の方々が「自

分の地域は自分たちで住みよくして行こう」との気持ちで組織された任意の団体です。地域住民

の代表（町内会、自治会）、民生委員・児童委員、保健活動推進員、老人クラブ、汲沢地域ケア

プラザなどにより組織・運営されています。 

なお、この組織は、汲沢地区連合町内会と同じ地区内に組織化されていることも知っておいて

いただきたいと思います。 

さて、本広報紙ですが主に地区社協や連合町内会の催事等を中心に当面は年間２回程度発行

してまいりたいと考えておりますが、住みよい町づくりのために少しでも貢献できるように努

力してまいりますのでどうかよろしくお願い致します。 以上 

 
平平成成２２５５年年度度をを振振返返りり  

 

 平成２５年度に実施してまいりました主な行事

を紹介いたします。 

 

☆「「敬敬老老のの集集いい」」（（第第１１１１回回目目）） 

実施日時：平成２５年９月８日（日）10 時～12 時 

実施場所：戸塚こばと幼稚園体育館 

実施内容：第一部式典, 第二部アトラクション 

参加者 ：７７歳以上の高齢者 １５６名 

備 考 ：今年は事前申込者数の割には当日の参     

加者が少なかったようです。 

発行日 平成２６年
２月１５日 

発行元 汲沢地区社
会福祉協議会
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地区報 ぐみさわ  第２３号 

令和７年度役員体制
・事業計画が決定さ

れました。 

○○ 汲沢地区社会福祉協
議会役員（敬称略）   

役職名 氏  名 
出身団体 

役職名 氏  名 
出身団体 

会 長 本田  馨 汲沢町内会 
理 事 上田 由大 老人会・友愛会代表 

副会長 石井  徹 民生委員・児童委員代表 事務局長 角田 克彦 汲沢町内会 

副会長 金山  保 青少年指導員代表 
会 計 茂木  緑 ぐみさわ東ハイツ自治会 

理 事 清水  力 スポーツ推進委員代表 監 事 阿久津 芳江 ぐみさわ東ハイツ自治会 

理 事 石井 健次 保健活動推進員代表 監 事 古川 正弘 ぐみさわ東ハイツ自治会 

理 事 小野 美智子 消費生活推進員代表 参 与 山田   幸 汲沢地域ケアプラザ 

理 事 古賀 理恵 交通安全母の会代表 参 与 相原 真由美 汲沢地域ケアプラザ 

○○ 汲沢地区連合町内会
理事会役員（敬称略）

   

役職名 氏  名 
出身団体 

 氏  名 
出身団体 

会 長 本田  馨 汲沢地区社会福祉協議会会長 常任委員 金山  保 青少年指導員代表 

副会長 石井 周夫 汲沢町内会会長 
常任委員 清水  力 スポーツ推進委員代表 

副会長 佐野 潤一 大久保自治会会長 
常任委員 石井 健次 保健活動推進員代表 

会 計 阿久 津芳江 ぐみさわ東ハイツ自治会会長 常任委員 小野 美智子 消費生活推進員代表 

会計監査 佐藤 久春 汲沢さつき町内会会長 常任委員 長谷川 和孝 環境事業推進員代表 

会計監査 成田 修三 ライオンズ戸塚第3自治会会長 常任委員 古賀 理恵 交通安全母の会代表 

常任委員 嘉山 信二 汲沢西団地自治会会長 常任委員 上田 由大 老人会・友愛会代表 

常任委員 石井  徹 民生・児童委員代表 
常任委員 森  久夫 戸塚交通安全協会汲沢支部代表 

    町内会自治会 

団体名 

汲沢町内会 
ぐみさわ 

東ﾊｲﾂ自治会 
大久保自治会 

汲沢さつき 

町内会 

汲沢西団地 

自治会 

ﾗｲｵﾝｽﾞ戸塚 

第３自治会 

民生委員 

（主任児童委員） 

◎石井 徹 有賀 恵子 松本 愛子 仲庭 久美子 
金木 クミ子 金山  保 

鈴木義雄 近藤京子 永吉直子 (石井頼子) (織田智子) 

スポーツ推進委員 ◎清水  力 瀬島 御津子 石井 幸志 
吉村 菜保子 

政村 隆夫 
土井 紗希子 成田 修三 

青少年指導員 

望月 大嗣 

徳増 克巳 
山本  昇 苅部 耕平 関  晴子 東父岡 勇二 ◎金山 保 

保健活動推進員 
◎石井 健次 

今井 健二  

小玉 美雄 
橋本 恵子 広野  稔 椎野 節子 高松 平吉 

石井 頼子 

消費生活推進員 曽我 眞行 ◎小野美智子 ――― 伊藤 高士 安藤 ちえ子 原田 康子 
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